
2023年度

神戸大学大学院工学研究科 博士課程前期課程

機械工学専攻 入学試験問題

科目名 :材料力学  [1/21

(問題 [1],[2]は 別々の答案用紙に解答すること。

解答に必要な物理量が別途必要な場合は各自定義 した上で用いるこ

[1]テーパ部を有する全長ムの中実丸棒ABに対するねじり

の長さを屁 (0<η <1),端面 Aおよび端面 B

における直径をそれぞれ Jおよび
“
グ(“ >1)

とし,丸1棒の横弾性係数をGと する.

まず,図 1-1に示すように端面Bを固定
「し,端面 Aに トルク 7を作用させ る。この  「

とき以下の各問いヤテ答えなさい.     ご
(1)端面 Bに対する断面 Cのねじれ角を求

めなさい .

(2)端面 Bに対する端面 Aのねじれ角を求

めなさい。

次に,図 1-2の ように端面 Aお よび端面

Bを固定し,断面 Cに トルク 7・ を作用させた .

(3)端面 Aお よび端面 Bに生じる支持 トル

ク■および■をそれぞれ求めなさい。

(4)端面 Aお よび端面 Bの最大せん断応力

が等しくなるために んと
“
が満たす条

件を求めなさい。また,こ のときの断面

Cにおける最大せん断応力を求めなさ

い .

(5)(4)において,断面 C外周上の点 P(図中

の四角箇所)における応力状態に対する

モールの応力円を描き,同箇所の主応力

の状態について説明しなさい.ただし,

両端固定に伴って生 じる軸方向応力に

ついては無視できるものとする。

図 1-1

このとき以下の各問いに答えなさい
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2023生F度

神戸大学大学院工学研究科 博士課程前期課程

機械工学専攻 入学試験問題 ‐

科目名 [材料力学 E2/2]

(問題[1],[2]は別々の答案用紙に解答すること。

解答に必要な記号 0座標系がある場合は各自で定義すること。)

[2]図 2-1に示すように,長 さ二[m],曲 げ剛性 」 (Nm2],_定 )のはりABが ,点
Aで固定支持されている。点 Aか ら距離 αだけ離れた点 Cま での AC間 に一様な分
布外力① IN/m]が ,点 Cに大きさ PN]の集中外力がそれぞれ作用する場合について ,

次の問いに答えなさい .

(1)点 Aにおける支持力および支持モーメン トを求めなさい。

(2)AB間 の曲げモーメン トMDお よびせん断力 Fo)を ,点 Aを原点とする座標 χを
用いて表 しなさい。

(3)AB間 のたわみ曲線 νけ)を ,点 Aを原点とする座標χを用いて表しなさい .

(4)CB間 が χ軸に対して平行となるときの Pの大きさを求めなさい。また,こ のと
きのたわみ曲線 νo)の概形を解答欄の指定箇所に描きなさい。点 Cのたわみの大

きさおよび,たわみ曲線の変曲点の位置を明記すること.

図 2-2に示すように,図 2-1から点 Cの集中外力を取り除き,長 さ二[m],曲げ剛性
〃 (Nm2],_定 )の はりDE上に,点 Dか ら距離 αだけ離れた点 Fで移動支持を用
いて,は りABを点 Cで支持した。はりDEは点 Dで固定支持されており,は りDE
に対する移動支持の影響は集中外力として扱えるものとして,次の問いに答えなさい :

(5)点 Cの支持力を求める不静定問題を解 くために必、要な条件を挙げなさい .

(6)(5)の条件を用いて,点 Cでの支持力を求めなさい。
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